
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ 歴史と風格のある温泉場の景観を有する修善寺温泉街 

【施設の状況写真】 

   

【施設の利用写真】 

  

【観光資源としての利用状況】 

修善寺川（桂川）は、伊豆半島を代表する温泉地のひとつである「修善寺温泉」の中心部を流

れており、その周辺には木造旅館などが立ち並ぶ温泉旅館街はもとより、かつて弘法大師が修

行を積んだと云われる修禅寺や、源範頼、源頼家の墓、あるいは伊豆最古の木造建築である指

月堂などの史跡が随所に点在しています。 

修善寺川の護岸には自然石が使われているところが多く、住民や観光客に安らぎを与える河

川空間の創出がなされています。護岸の一部は遊歩道としての利用が図られており、まちを訪

れた観光客の散策ルートとして賑わいをみせています。 

修善寺温泉を代表する施設である「独鈷の湯」。

川の中にある温泉として親しまれている。 

自然石による石積護岸。上部は遊歩道としての利用

が図られている。 

温泉街の中心部に架かる「桂橋」からの美しい眺め

を楽しむ観光客。 



（様式２）

テーマ 歴史と風格のある温泉場の景観を有する修善寺温泉街 

【社会資本の基礎データ】 

○名称    一級河川修善寺川 

○所在地  静岡県伊豆市修善寺地先 

○事業名  県単独事業 

○事業主体 静岡県 

○事業期間 不明 

【社会資本の役割・効果】 

○治水効果 

修善寺川流域では、昭和３６、４９年等に大きな洪水被害が発生しましたが、河道拡幅、護岸

整備により現況流下能力が向上し、伊豆半島中部に浸水被害をもたらした平成１４年の出水に

おいても、修善寺周辺に大きな浸水被害は報告されませんでした。 

 しかし、平成１６年１０月の出水において、越水により温泉街の一部が浸水するなどの被害に

見舞われたため、河川整備のあり方について現在検討中です。 

【位置図】 

  

【関連ホームページ】  
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